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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 10,000 8,400 1,350 6,000 〇 6,700
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,200

16-18 13,000 11,600 1,009 11,000 ○ 柱目４寸取り 11,300
す 20- 14,800 12,000 1,584 10,000 ○ 中目 12,700

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 9,000 8,500 493 7,900 ○ 母屋取り 7,800

14 11,880 10,900 850 10,000 ○ 桁目3.5寸 9,700
16-18 12,000 11,400 1,322 9,000 ○ 桁目　4寸 11,000
20-22 14,500 12,300 2,165 9,000 ○ 中目 12,400

ぎ 24-28 19,200 15,000 4,050 12,000 △ 中目 14,300
30-34 22,800 16,500 6,765 12,000 △ 二番玉節少 15,000
36- 38,500 17,700 9,331 - ○ 根玉選木 16,400

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,400
20-22 14,500 14,400 3,498 13,000 ○ 通し柱 15,200

2 20- 87,500 15,300 1,486 3,800 ○ 11,600
3 14 12,200 11,300 667 11,000 ▼ 柱目3～3.5寸 22,000

ひ 16 15,200 14,300 1,244 14,000 ▼ 柱目3.5～4寸 23,300
18-22 15,000 14,200 1,874 13,000 ▼ 柱目４寸取り 19,900

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 282 - 230 ○ 本＠ 273
12-13 12,000 10,700 621 10,000 ○ 3寸取り 13,700

14 13,500 12,500 975 11,200 ▼ 土台目3.5寸 24,200
の 16-18 16,300 15,200 1,763 14,000 ▼ 土台目3.5～４寸 25,700

20-22 21,000 15,700 2,763 13,000 ▼ 中目縁甲取り 24,800
24-28 18,000 15,200 4,104 14,000 ▼ 中目 23,800
30-34 25,000 22,000 9,020 15,000 ○ 二番玉節少 28,200
30- 85,300 37,900 - - ○ 根玉選木 44,000

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 32,000 30,200 5,859 23,000 ○ 通し柱　４寸 33,800
20-22 29,000 25,800 7,482 23,000 ○ 通し柱　 29,400

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

2月11日2月11日2月11日2月11日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 53台53台53台53台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 1,005 1,003 99.8%
ヒノキ 1,438 1,437 99.9%
その他 23 23 100.0%

計 2,466 2,463 99.9%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　2月23日（月）～3月1日（日）次回の『つち』　2月23日（月）～3月1日（日）次回の『つち』　2月23日（月）～3月1日（日）次回の『つち』　2月23日（月）～3月1日（日）

平成27年2月12日

落　　　札　　　価　　　格

《製品需要の回復は何時？》《製品需要の回復は何時？》《製品需要の回復は何時？》《製品需要の回復は何時？》
買い方である地元製材工場から、「ここ最近の
製品の荷動きの悪さは今まで経験がない」との
話をよく耳にする。一昨年からの消費税駆け込
み需要の弊害が予想以上に大きい。何とか工
場を回すために原木の仕入れをしなければな
らない状況にあることが想像できるが、この状
況が長引けばどうなってしまうのか非常に不安
である。新年度に入ればという声も聞く。製品
需要の回復が待ち遠しい。


